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【禁 忌（次の患者には使用しないこと）】
本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

【原則禁忌（次の患者には使用しないことを原則とする
が，特に必要とする場合には慎重に使用すること）】
口腔内に感染を伴う患者［感染症の増悪を招くおそれがあ
るので，やむを得ず使用する必要のある場合には，あらか
じめ適切な抗菌剤，抗真菌剤による治療を行うか，又はこ
れらとの併用を考慮すること。］

【組成・性状】
1.	組成
本剤は， 1 g中に下記の成分を含有する。

有効成分
名称 トリアムシノロンアセトニド
含量（ 1 g中） 1.0mg

添加物

ゼラチン
カルメロースナトリウム
プルラン
ゲル化炭化水素

2.	製剤の性状
白色～微黄褐色の軟膏よう物質で，においはないか，又は
わずかに特異なにおいがあり，味はない。

【効能又は効果】
慢性剝離性歯肉炎，びらん又は潰瘍を伴う難治性口内炎及び
舌炎

【用法及び用量】
通常，適量を 1日 1～数回患部に塗布する。
なお，症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
1.	慎重使用（次の患者には慎重に使用すること）
高齢者（「高齢者への使用」の項参照）
2.	副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査
を実施していない。

頻度不明
口腔の感染症注1） 細菌性感染症，真菌性感染症
過敏症注2） 過敏症状
下垂体・副腎皮質系
機能

下垂体・副腎皮質系機能の抑制（長期連
用による）

その他 口腔内のしびれ感，味覚異常，味覚減
退

注1）�適切な抗菌剤，抗真菌剤等を併用し，症状が速やかに改善
しない場合には使用を中止すること。

注2）�使用を中止すること。

3.	高齢者への使用
高齢者に長期使用した場合，感染症の誘発，糖尿病，骨粗
鬆症，高血圧症，後囊白内障，緑内障等の副作用があらわ
れやすいので，慎重に使用すること。

4.	妊婦，産婦，授乳婦等への使用
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には長期使用を避
けること。［妊娠中の使用に関する安全性は確立していな
い。］

5.	小児等への使用
長期連用により発育障害を来すおそれがある。

6.	適用上の注意
⑴	 使用部位：眼科用として使用しないこと。
⑵	 使用時：
1）	 口腔に感染を伴う症例には使用しないことを原則と
するが，やむを得ず使用する必要がある場合には，
あらかじめ適切な抗菌剤，抗真菌剤による治療を行
うか，又はこれらとの併用を考慮すること。

2）	 使用後はしばらく飲食を避けさせること。
3）	 開栓後はしっかり栓をしめること。

7.	その他の注意
⑴	 本剤の使用により症状の改善がみられない場合又は症
状の悪化をみる場合は使用を中止すること。

⑵	 症状改善後は，できるだけ速やかに使用を中止するこ
と。

⑶	 入れ歯の接着等治療以外の目的に使用しないこと。

【臨床成績】
適応疾患に対する有効率は77.9％（314/403）で，疾患別にみると慢
性再発性アフタ58.8％（60/102），ベーチェット症候群による口内
炎87.5％（14/16），アフタ性口内炎88.0％（154/175），その他の口内
炎74.5％（38/51），舌炎・舌潰瘍81.4％（48/59）であった。

【薬効薬理】
1.	トリアムシノロンアセトニドの作用1）～4）

トリアムシノロンアセトニドは，糖質代謝作用，抗炎症，抗ア
レルギー作用が強く，しかも鉱質代謝作用が弱いため，ナトリ
ウム，水分の体内貯留に基づく浮腫などが少ないという特長を
有する。コルチコイド活性に関する動物実験（ラット）から抗炎
症作用，胸腺退縮作用，肝グリコーゲン貯留作用が明らかにさ
れている。また，副腎摘出ラットの延命効果，作用の持続時間，
皮膚透過性においても優れている。
2.	基剤の接着性
ゼラチン，プルラン，カルメロースナトリウム，ゲル化炭化水
素（ポリエチレン，流動パラフィン）を混合した基剤で，湿潤し
た粘膜面への接着性を有し，トリアムシノロンアセトニドの作
用を発揮させると共に，患部を保護する。（ORABASE®）
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【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：トリアムシノロンアセトニド

（Triamcinolone Acetonide）
化学名：9－Fluoro－11β, 21-dihydroxy－16α, 17－（1－

methylethylidenedioxy）pregna－1, 4－diene－3, 20－dione
構造式：

	

分子式：C24H31FO6
分子量：434.50
性　状：トリアムシノロンアセトニドは白色の結晶性の粉末で，

においはない。
エタノール（99.5），アセトン又は1, 4－ジオキサンにやや
溶けにくく，メタノール又はエタノール（95）に溶けにく
く，水又はジエチルエーテルにほとんど溶けない。

融　点：約290℃（分解）

【包装】
ケナログ口腔用軟膏0.1％：�5 g， 5 g×10， 5 g×50，�

2 g×30
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